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Emily Dickinson' s “Behind Me-一-dipsEternity一……ヘoneof her best poems， has been widely read， 
but it is not easy for many common readers to understand its theme and logical development. The aim 
of this article is to prove that to find the hidden motif of apochalypse by the archetypal approach is the 
clue to elucidate the deeper meaning of this puzzling， enigmatic poem. 












うか，それとも 15行の「三日月J(“A Crescent")を指すのであろうか.もしくは同じ行の「海J(“the Sea") 
を指すのであろうか.r私Jが突然、客観祝されるようになったとすればそれは何故であろうか.



































Behind M巴一一-dips Eternity --
Before Me --Immortality 
Myself一一一 the Term between 
Death but the Drift of Eastern Gray， 
Dissolving into Dawn away， 
Before the West begin 一一
2 
‘Tis Kingdoms 一一-afterward 一一-they say一一
In perfect 一一一 pauseless Monarchy 一一一
Whose Prince 一 is Son of None --
Himself 一一一 His Dateless Dynasty --
Himself --Himself diversify 
In Duplicate divine 
‘Tis Miracle before Me --then 
34 -
ディキンスの "BehindMe--dips Eternity--"ひとつの読み
‘Tis Miracle behind 一一一 between 一一-
A Crescent in the Sea -一一
With Midnight to the North of Her 
And Midnight to the South of Her 
And Maelstrom -in the Sky 
この詩は，第 1行の f沈むJ(“dips")と第 15行の「海」から考えて，先ず，海を舞台とし，背禁とした詩と






Andersonは東西の“ Eternity--""Immortality"の切の勃と 16・17行の南一北の“ Midnight"の践の戦の上，








そのように考えたとき，第 4~6 行への奇妙な矛盾に気がつく. r死」は当然のことながら，暗黒と考えられる.
rJ誌の灰色の潔流物を除いてJ(“but the Drift of Eastern Gray")， r死はとけて，あけぼのとなって消え去
















































「それは後の神の閣である，と人は言うJ(“‘Tis Kindgoms -afterward-they say-").第 l節で数われ
たことは， r永遠」が「私自身」のなかに「沈みム通り抜け，新しい生命をもって怒ることであった.r私自身j





















ということばは， [君主j とも「支予j とも翻訳が可能な言葉である.新約望遠議のキザストは，神の国の君主・
王であるとともに，父なる神に従JI慣に服従する衿の子・王子でもある.玉と王子の二面を備えている.すなわち
理性をもって支配し律法と秩序を与える支配者である父の性格と，それに服従し，謙虚に反省する予の性格と
告と兼ね備えている.この“ Prince"は， [だれの子でもなし、J(“Son of None勺.このことばは，謡音惑の中
でキリストがしばしば自らを「人の子J(“the Son of Man勺と言い，もしくは「神の子J(“the Son God") 
と呼ばれたことを否定するものと解されて来た.これに対し， Smallは音声の上から，見事な解釈を示した.
“Son of None"は，音声のよで，“ sonof Nun"ー「ヌンの子」と同じである. I日約援護の「ヌンの予・ヨシュ
























































最後の行の「空には大渦巻きJ (“Maelstron-in the Sky-")は，もっとも難解な筒所である.ここは不気
味な一行である.文字通りの主意味にとれば，ここは空に大きな大旋風が吹いていることを示すものである.
「大渦巻きJ (“Maelstrom")は元来ノルウェー北西方 Lofoten諸島の二島問に実在する大渦巻きであり，船








































第三に「空にある大渦巻きJ が大きな旋風を表すとすれば，それは!日約議議『列三五記』下の 2 主主 1~12 節の預
言者エザヤが旋風に乗って天に昇る記事を連想させる.この預言者エザヤが死を味わうことなく，神の国に上昇
したことを詩人は詩の中で二度， NO.1235 ，“Like Rain it sounded til it curved"と， NO.1254 ，“日ijah's
Wagon knew no thill"の中で議き留めている.ZEに旋風が現れたことは， r私自身」が神の箇へ上昇するこ
との前兆である. NO.1235で，詩人は奇しくも「それは・海を持ち上げ/中心の場所を揺り動かし/それ
からエリヤのように/雲の率に乗って立ち去る.J (“It.. 'lifted seas/The sites of Centers stirred/Then like 
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